平成1６年平均静岡県消費者物価指数（確報）
 eq \o\ad(総合指数,　　　　　　　　)　　９８．２　　　　対前年比（-）０．４％の下落
１　概　要

　平成１６年平均の静岡県消費者物価指数（平成12年＝100）は９８．２となり、前年に比べ（－）０．４％の下落となった。
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２　年別総合指数の動き

近年の総合指数の動きを対前年上昇率でみると、６年は(+)0.9％と上昇、７年は　　　(-)0.4％と比較可能な昭和51年以来初めての下落となった。
続く８年は(+)0.3％と低い上昇率で推移し、９年は消費税率の変更や医療保険制度の改正等により(+)2.2％の上昇、10年は天候不順による生鮮野菜の値上がりなどにより(+)0.7％の上昇となったが、11年は生鮮野菜や光熱費などが下落したため(-)0.3％の下落、12年は生鮮食品や耐久消費財、繊維製品等が下落したため(-)0.3％の下落、13年では生鮮食品は下落しなかったものの耐久消費財や繊維製品等が引続き下落したため(-)0.6％の下落、14年は生鮮食品や繊維製品等の下落により(-)0.9％と比較可能な昭和51年以来最大の下落であり、初めての４年連続の下落となった。

平成15年は、医療保険制度の改正等により(+)0.1％と５年ぶりの上昇となった。
平成16年は、耐久消費財等の下落により(-)0.4%の下落となった。
３　主な費目別指数の動き

「食　料」は98.3となり、前年に比べ(+)0.4％の上昇となった。主な内訳をみると、生鮮野菜が値上がりにより(+)5.1％、生鮮果物が値上がりにより(+)5.1％の上昇となった。
「住　居」は101.0となり、前年に比べ (-)0.2％の下落となった。主な内訳をみると、家賃が公営家賃などの値下がりにより(-)0.3％の下落となった。
「家具・家事用品」は86.7となり、前年に比べ (-)4.0％の下落となった。主な内訳をみると、室内装備品がカーペットやカーテンなどの値下がりにより(-)14.1％の下落、家庭用耐久財が電気こたつや電気冷蔵庫などの値下がりにより(-)7.2％の下落となった。
「交通･通信」は98.0となり、前年に比べ (-)0.5％の下落となった。主な内訳をみると、通信が通信機器などの値下がりにより(-)1.0％の下落となった。
「教　育」は101.7となり、前年に比べ (-)1.1％の下落となった。主な内訳をみると、補習教育が月謝などの値下がりにより(-)7.1％の下落となった。
「教養娯楽」は93.9となり、前年に比べ (-)1.7％の下落となった。主な内訳をみると、教養娯楽用耐久財がパソコンなどの値下がりにより(-)6.4％の下落となった。
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　10大費目別指数表　　　　　　　　　　　        　　  　　上昇率％

	費　　　　目
	14年

指数
	15年

指数
	１６年(確報)

	
	 eq \o\ad(ｳｴｲﾄ,　　　)
	
	
	指数
	対前年上昇率

	総　　　合
	 10,000
	98.5
	98.6
	98.2
	-0.4

	
	 食　　　料
	  2,695
	98.1
	97.9
	98.3
	0.4

	
	 住　　　居
	  1,892
	101.3
	101.3
	101.0
	-0.2

	
	 光熱・水道
	 　 632
	99.7
	98.4
	98.4
	0.0

	
	  eq \o\ad(家具･家事用品,　　　　　)
	 　 366
	92.7
	90.2
	86.7
	-4.0

	
	 被服及び履物
	 　 565
	93.7
	97.1
	97.1
	0.0

	
	  eq \o\ad(保健医療,　　　　　)
	 　 394
	99.4
	102.6
	102.5
	0.0

	
	  eq \o\ad(交通通信,　　　　　)
	  1,444
	98.4
	98.5
	98.0
	-0.5

	
	 教　　　育
	 　 417
	102.2
	102.8
	101.7
	-1.1

	
	  eq \o\ad(教養娯楽,　　　　　)
	  1,147
	95.9
	95.6
	93.9
	-1.7

	
	  eq \o\ad(諸雑費,　　　　　)
	 　 448
	99.5
	101.0
	101.1
	0.1

	生 鮮 食 品
	 　 426
	97.1
	98.8
	100.1
	1.3

	
	  eq \o\ad(生鮮魚介,　　　　　)
	 　 162
	97.9
	98.7
	93.8
	-5.0

	
	  eq \o\ad(生鮮野菜,　　　　　)
	 　 162
	99.3
	101.9
	107.1
	5.1

	
	  eq \o\ad(生鮮果物,　　　　　)
	 　 102
	92.1
	93.9
	98.6
	5.1

	生鮮食品を除く総合 
	  9,574
	98.5
	98.6
	98.1
	-0.5

	持家の帰属家賃を除く総合 
	  8,672
	98.0
	98.1
	97.7
	-0.4


４　財・サービス分類別指数の動き

財・サービス分類別に組み替えた指数での動きをみると、「財」は96.3となり、前年に比べ(-)0.3％の下落、「サービス」は100.1となり、(-)0.5％の下落となった。

　財・サービス分類別指数表　　　　　    　　　　　　　             上昇率(%)

	 費　　　　目
	　15年

　指数
	16年(確報)

	
	ｳｴｲﾄ
	
	指数
	 対前年上昇率

	 総　　　　合
	 10,000
	98.6
	98.2
	-0.4

	
	 財
	  5,115
	96.6
	96.3
	-0.3

	
	
	 農水畜産物
	 　 755
	98.8
	101.7
	3.0

	
	
	  eq \o\ad(工業製品,　　　　　)
	  3,715
	95.9
	95.0
	-1.0

	
	
	
	食料工業製品
	　1,336
	96.5
	95.7
	-0.8

	
	
	
	繊維製品
	    559
	95.9
	94.1
	-1.9

	
	
	
	石油製品
	    318
	101.0
	104.6
	3.6

	
	
	
	他の工業製品
	  1,502
	94.4
	92.5
	-2.0

	
	
	  eq \o\ad(電気都市ｶﾞｽ水道,　　　　　　)
	 　 485
	97.1
	96.9
	-0.2

	
	
	  eq \o\ad(出版物,　　　　　)
	 　 160
	100.7
	101.1
	0.4

	
	 サービス
	  4,885
	100.6
	100.1
	-0.5

	
	
	 公共サービス
	  1,296  
	100.8
	100.1
	-0.7

	
	
	 一般サービス
	  3,589
	100.6
	100.2
	-0.4

	
	
	　　　


	外食
	    640
	99.4
	99.5
	0.1

	
	
	
	民営家賃
	    255
	102.4
	102.2
	-0.2

	
	
	
	持家の帰属家賃
	  1,328
	101.6
	101.4
	-0.2

	
	
	
	他のサービス
	  1,366
	99.7
	98.9
	-0.8

	  eq \o\ad(耐久消費財,　　　　　　)
	    647
	91.8
	89.3
	-2.7

	  eq \o\ad(公共料金,　　　　　　)
	  1,850
	97.8
	98.0
	0.2


「備考」

· 年平均指数の計算は、毎月公表している平成16年１月～平成16年12月の指数値の単純算術計算によって算出しています。

· 物価の動きを長期的にみるため、平成11年以前の指数は平成12年基準時（平成12年＝100）に換算して示しています。
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						費目別の上昇率（平成11年平均）

								平成16年		平成15年		平成14年		平成13年		平成11年		平成10年		平成９年		平成８年
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平成１６年は０．４％の下落
　　　　　　　主な要因：暖冬による耐久消費財等の値下がり
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				表２				静岡県消費者物価指数 月別の動き

				総　合										　　　　　Ｈ12年基準（Ｈ12＝１００）

				年月		平成16年				平成15年				平成14年				備考

						前年同月上昇率		前月上昇率		前年同月上昇率		前月上昇率		前年同月上昇率		前月上昇率

				１月		-0.1		-0.4		0.3		-0.4		-1.6		-0.3

				２月		0.2		0.1		0.4		-0.2		-1.8		-0.3

				３月		-0.1		-0.1		0.3		0.2		-1.5		0.3

				４月		-0.8		-0.2		0.6		0.5		-1.5		0.2

				５月		-0.9		0.1		0.5		0.3		-1.3		0.4

				６月		-0.5		0.2		0.1		-0.3		-0.9		0.2

				７月		-0.5		-0.4		0.0		-0.3		-0.8		-0.3

				８月		-0.7		-0.1		-0.1		0.2		-0.9		0.3

				９月		-0.5		0.3		0.0		0.1		-0.7		0.0

				10月		-0.1		0.4		0.0		0.0		-0.4		0.0

				11月		0.0		-0.2		-0.3		-0.4		0.2		0.0

				12月		-0.8		-0.6		-0.1		0.2		0.3		0.0

				年平均		-0.4				0.1				-0.9				対前年比較
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総合月別

		

						費目別の上昇率（平成11年平均）

								平成16年		平成15年		平成14年		平成13年		平成11年		平成10年		平成９年		平成８年

						総合		-0.4		0.1		-0.9		-0.6		-0.3		0.7		2.2		0.3

						食料		0.4		-0.2		-0.9		-1.0		-0.5		1.7		2.7		0.3

						住居		-0.2		-0.1		0.4		0.7		0.8		0.9		1.7		2.8

						光熱・水道		0		-1.2		-1.6		1.3		-1.6		-1.4		5.5		1.0

						家具家事用品		-4		-2.6		-3.3		-4.2		-1.0		-0.3		0.3		-0.8

						被服及び履物		0		3.7		-3.5		-2.5		-1.1		0.1		3.2		-1.8

						保健医療		0		3.2		-1.3		0.7		-1.5		6.8		4.9		0.8

						交通通信		-0.5		0.1		-0.7		-0.9		0		-1.3		0.5		-2.8
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						諸雑費		0.1		1.5		0.2		-0.2		1.0		0.3		1.1		0.3



平成１６年は０．４％の下落
　　　　　　　主な要因：暖冬による耐久消費財等の値下がり
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				表２				静岡県消費者物価指数 月別の動き

				総　合										　　　　　Ｈ12年基準（Ｈ12＝１００）

				年月		平成16年				平成15年				平成14年				備考

						前年同月上昇率		前月上昇率		前年同月上昇率		前月上昇率		前年同月上昇率		前月上昇率

				１月		-0.1		-0.4		0.3		-0.4		-1.6		-0.3

				２月		0.2		0.1		0.4		-0.2		-1.8		-0.3

				３月		-0.1		-0.1		0.3		0.2		-1.5		0.3

				４月		-0.8		-0.2		0.6		0.5		-1.5		0.2

				５月		-0.9		0.1		0.5		0.3		-1.3		0.4

				６月		-0.5		0.2		0.1		-0.3		-0.9		0.2

				７月		-0.5		-0.4		0.0		-0.3		-0.8		-0.3

				８月		-0.7		-0.1		-0.1		0.2		-0.9		0.3

				９月		-0.5		0.3		0.0		0.1		-0.7		0.0

				10月		-0.1		0.4		0.0		0.0		-0.4		0.0

				11月		0.0		-0.2		-0.3		-0.4		0.2		0.0

				12月		-0.8		-0.6		-0.1		0.2		0.3		0.0

				年平均		-0.4				0.1				-0.9				対前年比較
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